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歴史小説の 老大家 T 先生 を 赤 坂のお 宅に 訪問して、 

江戸の むかしのお 話 を いろいろ 伺った ので、 わたし は 

又 かの 半 七 老人に も 逢いた くな つた。 T 先生のお 宅 を 

出た の は 午後 三時 頃で、 赤 坂の 大通りで は 仕事師が 

かどまつ 

家々 のまえ に 門松 を 立てて いた。 砂糖 屋の店 さきに は 

七、 八 人の 男 や 女が、 狭そう に 押し合つ ていた。 年末 

大売出し の 紙ビ ラゃ立 看板 や、 紅 い 提灯 や むら さ き の 

旗 や、 濁った 楽隊の 音 や、 甲走った 蓄音機の ひびき や、 

それらの 色彩と 音楽と がー つに 溶け合って、 師走の 都 



始めて しまったん です。 え、 その 話 をし ろと 云 うんで 

すか。 じゃあ、 又い つもの 手柄 話 を 始めます から、 ま 

あ 聴いて ください」 

安政 五 年の 暮は 案外に あたたかい 日が 四、 五日 つづ 

いた。 半 七 は 朝飯 を 済ませて、 それから 八丁 堀の 旦那 

(同心) 方のと ころへ 歳暮に でも 廻ろうかと 思って い 

くめ 

ると、 妹のお 条が 台所の 方から 忙 がしそう に はいって 

来た。 ぉ条は 母のお 民と 明 神 下に 世帯 を 持って、 常 磐 

津の 師匠 をして いるので あった。 

「姉さん、 お早う ございます。 兄さん はもう 起きて い 

て …… 」 



な 訳で …… 」 と、 文字 清 は 畳に 手 を 突いた。 「お聞き 及 

びで ございま しょうが、 この 十九 日の 晚に 具足 町の 和 

泉屋で 年忘れの 素人 芝 居が) ございました」 

「そう、 そう。 飛んだ 間違いが あった そうです ね」 

和 泉屋の 事件と いうの は 半 七 も 聞いて 知っていた。 

和 泉 屋の家 じゅうが 芝居気ち がいで、 歳の 暮には 近所 

の 人た ちゃ 出入りの 者 共 を あつめて、 歳 忘れの 素人 芝 

居 を 催す のが 年々 の 例であった。 今年 も 十九 日の 夕方 

から 幕 を あけた。 それ はすこぶ る大 がか リの もので、 

ま まぐち 

奥座敷 を 三 間 ほど 打ち抜いて、 正面に は 間口 三 間の 舞 

台 をし つらえ、 衣裳 や 小道具 のた ぐい もなかな か 贅沢 



つ いしょう 

五ッ (午後 八 時) 過ぎであった。 幾分 はお 追従 もま 

じっている であろうが、 若旦那の 勘 平 を ぜひ 拝見した 

いという ので、 この 前の 幕が あく 頃から 遅れ馳せの 見 

物 人が だんだんに 詰め かけて 来た。 燭台 や 火鉢 の 置き 

所 もな いほ どに ぎ つ しり 押し詰められた 見物 席に は、 

女の 白粉 や 油の 匂いが 咽せ るよう によ どんで いた。 煙 

草の けむり も 渦 をまい てみ なぎって いた。 男 や 女の 笑 

い 声が 外まで 洩れて、 師走の 往来の 人の 足 を 停めさせ 

る ほど 華やかに きこえた。 

併し この 歓楽の さ ざめ き は 忽ち 哀愁の 涙に 変 つ た。 

なまな ま 

角 太 郎の勘 平が 腹 を 切る と 生々 しい 血潮が 彼の 衣裳 を 



え 付こう じゃありません か。 まして 角 太郎は 旦那の 隠 

し 子です もの、 腹の 底に は 女の 嫉み もき つとま じって 

いましょう。 そんな こと を いろいろ 考える と、 おかみ 

さんが 自分 でした か 人に やらせた か、 楽屋の) J た ごた 

すき す 

している 隙 をみ て、 本物の 刀と 掏り 替えて 置いた に 相 

違ない と、 わたくしが 疑ぐ るの が 無理で しょうか。 そ 

れ はわた くしの 邪推で しょうか。 親分、 お前さん は 何 

とお 思いです」 

和 泉屋の 息子に こうした 秘密の ある こと は、 半 七 も 

今まで まるで 知らなかった。 なるほど 文字 清の いう 通 

り、 角 太郎は 継子で ある。 しかも 主人の 隠し子で ある。 



しょうが、 和 泉 屋の枠 も 飛んだ ことにな りまして …… _ 

実は わたくし は 和 泉屋の 女房の 兄で ございます。 今度 

のこと に 就きまして、 死んだ 者 は 今 さら 致し方 も ござ 

いません が、 さて 其の後の 評判で ございま すが …… 。 

人の 口 はまこと にうる さい もので、 妹 もたい へん 心配 

して 居リ ますので 」 

十 右衛門 は 思い余つ たように 云った。 角 太郎の 変死 

について は 生みの 母の 文字 清ば かりで なく、 その 秘密 

を 薄々 知っている 出入りの 者のう ちに は、 やはり 同じ 

ような 疑いの 眼の 光り をお かみさんの 上に 投げて いる 

者 も あるら しい。 十 右衛門 は それ を 苦に 病んで、 きょ 



た。 

「はい。 見物して 居りました」 

「楽屋に は 大勢 詰めていたん でしよう ね」 

「なにしろ 楽屋が 狭う) ございまして、 八 畳に 十 人ば か 

り、 離れの 四畳半に 二人。 役者になる 者 は それだけで 

したが、 ほかに 手伝いが 大勢で、 おまけに 衣裳 やら 鬟 

やらが そこら 一 ぱいで、 足の 踏み 立てられな いような 

混雑で ございました。 しかし みんな 町人ば かりで ござ 

いますから、 そこに 大小な どの 置いて あろう 害 はない 

の で) J ざ います。 最初に めい めいの 小道具 類 を 渡され 

ました 時に、 角 太 郎もー 々調べて 見ました そうです か 



ことに 相談 をき めた。 十 右衛門が 待ち かねて 手 を 鳴ら 

した 時に、 あつらえの 鰻 をよう よう 運んで 来た。 

三 

十 右衛門 は 急いで 箸 をと つたが、 半 七 は碌々 に 飯 を 

食わなかった。 彼 は 熱い の をもう 一本 持って来て くれ 

と 女中に 頼んだ。 

「親分 はよ つぼ ど 召し上がります か」 と、 十 右衛門 は 

ヽ ~J。 
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や ぼ い 

「いいえ、 野暮な 人間です から さっぱり 飲け な いんで 



は 仕方なし に 笑って いた。 

そうして、 こんなに 酔って いる 男 を 和 泉屋へ 案内す 

こころ. IP と 

るの は、 なんだか 心許ない ように も 思ったら しいが、 

今更 ことわる わけに も 行かない ので、 かれは 勘定 を 

払って 半 七 を 表へ 連れ出した。 半 七の 足 もとは 少し 乱 

れて、 向う から 鮭 を さげて 来る 小僧に 危く 突き 当り そ 

うにな つ た。 

「親分。 大丈夫で すか」 

十 右衛門に 手 を 取られて 半 七 はよ ろけ ながら 歩いた。 

飛んだ 人に 飛んだ こと を 相談した と、 十 右衛門 はいよ 

いよ 後每 している らしく 見えた。 



「お 冬 はどうした」 と、 十 右衛門 は 障子 を 細目に あけ 

ると、 赭ら顔 は 一度に こっち を 振り向いて、 お 冬 は ゆ 

う ベ から 気分が 悪 いという ので、 おかみ さんの 指図で 

離れ座敷の 四畳半に 寝かして あると 答えた。 その 四 畳 

半 は 十九 日の 晚、 角 太郎の 楽屋に あてた 小 座敷で あつ 

た。 

縁 伝いで 奥へ 通る と、 狭い 中庭に は 大きな 南天が 紅 

い 玉 を 房々 と 実らせて いた。 ふたり は 障子の 前に 立つ 

て、 十 右衛門が 先ず 声をかけ ると、 障子 は 内から 開か 

れた。 障子 を あけた の はお 冬の 枕辺に 坐って いた 若い 

よぎ 

男で、 お 冬 は鬢も 隠れる ほどに 衾 を 深く かぶ つ ていた _ 



「はい。 丁度 みんな 揃ってい るよう でございます」 と 

十 右衛門 は 帳場の 火鉢の まえに 坐 つ た。 

半 七 は 店の まん 中に どっかり と 胡 坐 を かいて、 更に 

番頭 や 小僧の 顔 を じろじろ見 まわした。 

「ねえ、 大和 屋の 旦那。 具足 町で 名高け えもの は、 

せいしょうこう 

清 正 公 様と 和泉屋 だとい う 位に、 江戸 中に 知れ渡つ 

ている 御大 家 だが、 失礼ながら 随分 不 取締り だと 見え 

しゅ. つ 

ますね。 ねえ、 そうでしょう。 主殺し をす るよう な 

太て え 奴ら に、 飯 を 食わして 給金 を やって、 こうして 

大切に 飼って 置 くんだ からね」 

店の 者 は みんな 顔 をみ あわせた。 十 右衛門 も 少し 慌 



行く から」 

声 はいよ いよ 陰って 低くな つたので、 それから 後 は 

よく 判らなかった が、 お 冬の すすり泣 きをす る 声 もお 

こくちよ-つ 

りおり に 聞え た。 石 町の 八ッ (午後 二 時) の 鐘が 響い 

た。 それに 驚かされ たように、 障子の 内で は 人の 起ち 

あがる 気配が したので、 半 七 は 再び 南天の 繁 みに 隠れ 

ると、 縁 を ふむ 足音が 力なく きこえて、 和吉は 縁づた 

いに しょんぼりと 影の ように 出て 行った。 泥足 を はた 

いて 半 七 は 縁に 上がった。 

それから 再び 店へ 行って みると、 和 吉の姿 はこ こに 

見えなかった。 帳場の 番頭 を 相手に しばらく 世間話 を 



し。 あの 年に なっても 亭主 を 持たず、 だんだん 年は老 

る、 頼りの ない 女 は可哀 そうです からね え」 

半 七に しみじみ 云われて、 おかみさん は 泣き出した。 

「まったく わたしが 行き届きませんでした。 あしたに 

きょうだ い 

も 早速たず ねて 行って、 これから は 姉妹 同様に 附き 

合います」 

「すっかり 暗くな りました」 

半 七 老人 は 起って 頭の 上の 電燈を ひねった。 

「お 冬 は その後 も 和 泉屋に 奉公して いまして、 それ か 

な ► ^ うど 

ら 大和 屋 の媒妁 で、 和 泉 屋の娘 分と いう ことにして 浅 
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